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　論文研究業績集計表 

論文総数に係る教員生産係数一覧

Impact Factor値一覧

A-e SCI合計 B-a B-eA-d
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も関わらず,受傷部位に生活反応が認められなかった交通外傷の一例. 法医病理 29(2): 53, 2023.

村瀬壮彦,　山下裕美,　榛葉頼子,　三瀦正秀,　安倍優樹,　池松和哉：クロルフェナピル中毒によって死亡した

一剖検例. 法医病理 28(2): 75-76, 2023.

池松和哉,　榛葉頼子,　三瀦正秀,　安倍優樹,　山下裕美,　村瀬壮彦：死後画像診断にて外傷性か内因性かの判

断が困難であったくも膜下出血の一症例. 法医病理 28(2): 70-71, 2023.

山下裕美,　池松和哉,　村瀬壮彦,　安倍優樹,　榛葉頼子,　三瀦正秀,　佐伯和信,　小山田常一,　藤田修一,　真

鍋義孝,　高宮正隆,　佐藤貴子,　木下博之,　久保真一,　秋野公造,　神田芳郎,　近藤稔和：沖縄県糸満市での戦

没者遺骨収集で発見された歯および上下顎骨について 形態学的特徴を用いた分析(第1報). 法医病理 28(2): 95-
109, 2023.

新宮啓太,　村瀬壮彦,　安倍優樹,　梅原敬弘,　山下裕美,　池松和哉：1台車両の前輪と後輪の轢過に生活反応の

著明な差を認めた一剖検例. 法医病理 29(1): 17-24, 2023.
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